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下し
も
前ま
え
川か
わ
原ら

遺
跡　

北
区
三
ツ
森
川
原

　

下
前
川
原
遺
跡
は
、
阿
賀
野
川
右
岸
、
旧
河
道
の
自
然
堤
防
上
に
あ
り
、

現
在
は
水
田
に
な
っ
て
い
る
。

　

遺
跡
は
県
営
圃ほ

場じ
ょ
う整
備
事
業
に
伴
う
事
前
調
査
で
発
見
さ
れ
、
平
成
十
四

（
二
〇
〇
二
）
年
・
十
五
年
に
豊
栄
市
教
育
委
員
会
が
一
九
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
を
発
掘
調
査
し
た
。
井
戸
一
〇
基
、溝
四
二
条
な
ど
の
遺
構
と
と
も
に
、

能
登
半
島
先
端
の
珠す

洲ず

で
作
ら
れ
た
珠
洲
焼
や
、
遠
く
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
青
磁
、
白
磁
な
ど
の
遺
物
が
多

数
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
遺
跡
は
川
岸
に
営
ま
れ
た
中
世
の
集
落
跡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

　

出
土
し
た
遺
物
の
時
期
は
、
十
二
世
紀
後
半
か
ら
十
五
世
紀
前
半
に
及
ぶ
が
、
主
要
な
時
期
は
十
二
世
紀
後

半
か
ら
十
三
世
紀
代
で
あ
る
。
遺
物
に
は
、
笹
神
丘
陵
（
阿
賀
野
市
）
近
辺
で
生
産
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
陶
器

が
若
干
含
ま
れ
る
ほ
か
、井
戸
跡
か
ら
は
丸
木
舟
を
転
用
し
た
井
戸
枠わ

く

や
木
簡
一
点
が
見
つ
か
っ
た
。
木
簡
は
、

ほ
と
ん
ど
の
文
字
が
か
す
れ
て
い
た
が
、「
十
一
日
」「
は
か
り
（
量
り
）」「
い
こ
か
す
（
動
か
す
）」
な
ど
と

解
釈
で
き
る
部
分
が
あ
り
、
日
付
を
追
っ
て
物
資
を
量
り
、
動
か
し
た
記
録
木
簡
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

出
土
遺
物
の
特
徴
は
、
青
磁
の
碗
・
皿
を
主
と
す
る
中
国
産
の
陶
磁
器
が
一
八
一
点
と
、
比
較
的
多
い
こ
と

で
あ
る
。
青
白
磁
の
合ご

う

子す

も
六
点
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
城
館
な
ど
か
ら
出
土
す
る
、
青
白
磁
の
梅メ

イ

瓶ピ
ン

の
よ

図233　遺跡の位置
５万分１地形図「新潟」
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第３章　平野の遺跡

う
な
威
信
財
的
な
超
高
級
品
は
な
か
っ
た
。

　

中
世
は
商
品
流
通
が
盛
ん
に
な
り
、
生
産
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
に
製
品
が
運
ば
れ
る
こ
と
が
一
般
化
す

る
。
下
前
川
原
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
、
当
時
の
物
流
の
様
子
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
遺

跡
周
辺
の
地
域
は
、
近
世
以
降
に
農
地
干
拓
の
た
め
に
阿
賀
野
川
や
加
治
川
が
直
接

日
本
海
に
注
ぐ
よ
う
に
開
削
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
は
、
加
治
川
や
新
井
郷
川
は
松

浜
付
近
で
阿
賀
野
川
に
合
流
し
て
い
た
。

下
前
川
原
遺
跡
の
場
所
は
、
河
川
で
福
島

潟
や
紫し

雲う
ん

寺じ

潟が
た

に
も
通
じ
る
内
水
面
交
通

の
要
衝
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
立
地
条
件
や
出
土
遺
物
の
内
容
か
ら

見
て
、
下
前
川
原
遺
跡
は
、
河
川
交
通
を

利
用
し
た
河か

岸し

的
な
集
落
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
近
辺
で
は
、
類
似
す
る
時
期

の
発
掘
調
査
例
が
少
な
く
、
沖

ち
ゅ
う
積せ

き
地
の
中

世
集
落
の
様
子
や
物
流
の
状
況
を
知
る
上

で
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。

図234　平成16年の調査区

図235　青磁・青白磁　左上,青磁皿　右下,青白磁
の合子　他は青磁碗　皿の直径10センチメートル


